第４部会（産業労働）第８回部会概要
日時：平成１９年１０月１日（月）　１８時３０分～２０時４５分

場所：市役所　第４委員会室

出席者：川西　悟、山田正幸、河村信義、川田弘教、白田明義、三澤由比子、
　　　　山本芳幸
担当部：寺山次長、高橋主幹、工藤主幹、石山主幹
説明員：商工会議所　山本事務局次長
事務局：五島主幹、古村主任

議題１：４つのテーマについての検討経過報告
議題２：事務事業評価について

●議題１　各部会からの情報交換
①鷲別漁港を含めた神社山周辺の活用
・このテーマ検討グループで鷲別海岸ウォーキングイベントの話が生まれたが、
　準備が進んでいくと私から話が離れていった。

・最初は海浜公園の関係でアクションを起こすという目的でとりあえずイベン
　トを開催しようと検討が始まったが、経費等の関係があるので、商工会議所
　から補助を受けることができないか部会長が相談した結果、経費面は商工会
　議所から受けられることとなった。
・何度か検討会議を行い、実行する者として２名を指名して検討を進めていた　

　ようだが、それらの説明を私は受けていないのでどうなっているのか分から
　ない。

・当該イベントの案内等を見ると、商行会議所が主催となっており、商店街も　

　バックアップすることになっていたが、説明が無かったので手を離した。（協
　力しない）

　また、個人的にも参加しないこととした。

・これからは、海浜公園に関する動きを粛々と行っていきたいと考えている。

　というわけで、私の方からイベントに関する説明はできないので、商工会議所から説明願います。
（商工会議所）
　このイベントは、小規模事業者新事業全国展開支援事業を使う。

当該事業は、新特産品開発や、観光資源開発を目指したものである。　

　当商工会議所は、新たな観光メニューの創出をめざし、地域の観光資源の発掘を目指し、健康を主体としたヘルスプログラムを実施することとして補助の採択をいただいている。

　部会長よりイベントの話があり、商工会議所としてもヘルスプログラムの一つとして海洋浴を行う予定があったところにこの話があったので協力させていただくこととした。

　そのため内容を、２．５ｋｍから５ｋｍのウォーキングをベースに、ヘルスプログラムの試作開発として心拍数や脈拍の測定、健康・海洋浴に関する講演、ウォーキングに関するパンフレットの配布などを行い、健康を促進するとともに、テーマでもある鷲別海岸の魅力を知ってもらうことを盛り込んだ内容としている。

○鷲別海岸に関するイベント開催について検討を重ねた結果、実行委員会方式でイベントを開催することとなり、実質第４部会から離れてしまった。

　しかし、第４部会から発生したテーマ検討会議から離れ、実行委員会が主体となってイベントが開催されたとしても、当該イベントの目的である鷲別海岸等が持つ資源（自然や景観）などの周知を行うことはできる。

　結果的に、第４部会で開催した場合と同様の効果は生じると考えられるので、部会の手から離れても、第４部会としては、このイベントを支援していきたい。

②電子マネー・地域通貨の活用
　９月２５日（火）に検討会議を開催し、対象を観光客としたものを、という話になったので、今まで検討して出たアイディアの中から観光客に魅力的なサービスを抽出した。

　結果、通訳機能、地域に特化した情報検索機能、ＧＰＳを活用した道案内機能を盛り込んだ携帯電話を利用したサービスが必要となった。
　９月２７日、当該サービス実施の可能性についてＮＴＴ東日本の担当者に確認した。

　どこで観光客と接点を持つか（空港か、札幌か、観光ポスターか）、情報量について、情報の質について、採算性についてなどの課題が提議された。

　また、登別へ何が目的で来ているのか調査が必要との回答を得た。なお、具体的な目的が決まったならば、ＮＴＴは補助金等をもらってでも実施する旨回答をいただいている。（ＮＴＴと連携するかどうかは未定）

　今後の事務として、①各ホテルのサービスの満足レベル、②観光客の目的、を会として調査、市側には、当該事業の将来性や手法を検討していただく必要があると考える。

　なお、市民自治推進委員会はどこまで関わるか、また、営利を目的とした企業に発展する（できる）のかなどの問題がある。

　今後の、中国からの観光客の状況（個人海外観光がいつ可能になるのか）に併せた動きが必要になると考える。
○近年、目的をもたない観光客は少ない。

　ほとんどは観光を目的として登別に宿泊している。

○近年、団体ツアーが減っているので、今後は、個人旅行客が増えると思う。

　個人旅行客は、宿泊場所を先にえらび、そこに行って何をするか考えている人が多ので、こういったものが必要になるのではないか

○ＪＮＴＯ（国際観光振興機構）というものがあり、参加すると電話通訳を行ってくれるところがある。

　北海道議会で、外国人に対するインフォメーション機能が充実していないので、これらを活用してはどうかとの質問があり、高橋知事は必要性を感じ、各市町村へ要請するといった回答を行っている。

３　スーパー銭湯誘致
　リーダー欠席のため後日報告
４　ゆとりある生活を望む人の誘致
　現在、私が事業主となって富岸町で優良田園住宅事業を進めているが、そこから遺跡が出てきた。

　遺跡発掘は事業主負担となり莫大な費用が発生してしまい、他と協議する必要性が生じてきているため、協議については一時据え置きしたい。

●議題２　事務事業評価について
　最初のカルルス温泉サンライバスキー場については、評価区分が、事業内容になじまないものがあると考える。
○近年のウィンタースポーツ離れは著しい。解決策のひとつとして、若いうちから親しむ必要があると考えるが、市内の小中学校では授業で取り入れていない。市の事業の実施方法が疑問。

○担い手育成総合支援協議会活動助成金については、小規模農業者に対する方策が本当に必要ないのか疑問。
○高校生のための就職支援事業について、登別の定着率（３年以内に離職して、他地域への転居）が低い。それに対する施策も必要ではないかと考える。

○事務事業評価を行ってみて、市役所では各事業に対して努力しているのは分かったが、事務事業評価を外部（市民・市民自治推進委員会）評価してもらうことが良いのか疑問。

　実施すると決めた事業を実施するのは良いが、それが社会ニーズに合っているかどうかについて検討する必要があるのではないか。

　また、それについて点数評価することも疑問である。

　さらに、法的根拠のある施策は、市民ニーズから生まれた事業の評価とは違うとのではないか。
　なお、外部評価について運営委員会で検討した結果、とりあえず各部会で作成し運営委員会へ提出するが、運営委員会でその意見を留め置き、今後どうするかを検討することとなった。

　外部評価については、評価がなじまない区分の取扱いや評価自体を行うべきかどうかといった意見がある。運営委員会では、色々な弊害等があるが、とりあえずやってみることとなった。

　第４部会で実際やってみた結果、実際なじまないものがあり、評価を行うことは難しいと考えるので、部会長作成のたたき台を基本として、さらに部会でこまかく議論することはできないと判断。
　そのため、部会長たたき台を部会の評価として提出するが、その旨運営委員会で説明する。

次回について

　１１月５日（月）に、３つのテーマについて説明等を行う。

